
山口県津波浸水想定図 70 岩国市 1/8

0.01m以上0.3m未満

5.0m以上

3.0m以上5.0m未満
浸
水
深 1.0m以上3.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.3m以上0.5m未満

この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）
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：
山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する

【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）
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山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する

【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）

：
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山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する

【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）
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山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する

平田川

門前川

錦川

【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）
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山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する

平田川

門前川

錦川 【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）

：
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山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する

錦川

【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）

：
：
山 口 県
令 和 8 年 3 月

作 成 者
作成年月

地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量

【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する
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この地図は国土地理院長の承認を得て、数値地図(国土基本情報) 電子国土基本情報(地図情報)を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 7JHs 810）

：
：
山 口 県
令 和 8 年 3 月
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地域によっては、地震により堤防等が破壊され、津波が
襲来する前に浸水が始まることがあります。
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【留意事項】

〇本資料は、堤防等の構造物が地震により沈下・破壊しない
と仮定した場合の浸水域等を、参考のために計算したもの
です。

（注）実際の現実では、防潮堤等が破堤する場合や破堤しな
い場合があると考えられるため、仮に地震により沈
下・破壊しなかった場合を参考値として計算したもの
です。

〇避難を軸にした総合的な津波対策を検討する場合は、別途
示している「津波浸水想定」である最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合の計算結果を用いる必要があ
ります。

【 「津波浸水想定」と同じ計算条件】

〇最大クラスの津波が発生した場合に想定される浸水の区域
（浸水域）と深さ（浸水深）を表したものです。

〇計算時の潮位を朔望平均満潮位で計算したものです。

〇津波が堤防等の構造物等を越流した場合、破壊するものと
して計算したものです。

【 「津波浸水想定」と異なる計算条件】

〇耐震性能や液状化の評価結果にかかわらず、堤防等の構造
物は、地震により沈下・破壊しないものとして計算したも
のです。

【用語の説明】

浸水想定について

〇浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定され
る区域

〇浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地
面から水面までの高さ

海岸線

浸水域（浸水深を着色）

浸水深(m)

堤防
(地震により沈下しない)

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量

【参考】
以下の条件下で計算したものです。
・構造物は地震により沈下・破壊しない
・構造物は津波の越流で破壊する
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